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第 2 章　発達障害における家族支援
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第 3 章　発達障害におけるペアレント・トレーニング

9



10



11



ABC

12



13



14



15



16



17



18



19



20



21



22



成り立ち
米国のUCLAで開発されたADHDのある子どもの保護者向けのプログラムを基礎としており、当初はADHDにと
もなう親子関係の悪化の改善と予防、子どもの適応行動を増やすことを目的としていた。現在ではASDの問題に
も適用できるようにテーマと対応方法が工夫され、発達障害全般のプログラムに発展している。

グループ活動
全体での講義とグループワークで各回のテーマを学習し、その回のテーマをホームワークの課題として各家庭で
実施し、次回にグループでホームワークの実施結果を参加者同士のピア・サポートを大切にしながらシェアす
る。回数は10回程度。グループワークではとくにロールプレイを重視している。

ねらいの特徴

発達特性による問題行動や子どもの不従順によって生じる親子関係の悪化を改善し予防するために、保護者の否
定的な関心を肯定的な関心に変化させるために、子どもの適切な行動を見つけそれをほめる（肯定的な注目を与
える）ことを重視している。行動理論を基礎にしているが専門用語ではなく馴染みやすい日常的な表現で説明す
る。

主な参考図書
岩坂英巳他（2012）困っている子をほめて育てるペアレント・トレーニングガイドブック－活用のポイントと実
践例―, じほう
上林靖子、北道子、河内美恵他（2009）発達障害のペアレント・トレーニング実践マニュアル，中央法規。

成り立ち
国立肥前療養所（現肥前精神医療センター）の行動療法の実践に基づいて、知的障害をともなうASDの子どもの
保護者を共同治療者として育てるプログラムから出発し、現在はADHDに適用できるプログラムに発展してい
る。

グループ活動
セッションの前半は全体での行動理論の講義、後半は3名程度の小グループで前半の講義の内容を家庭での実践
にどのように活かすかを話し合う。回数は10回程度。ホームワークは、１つないし２つの具体的行動についての
家庭記録である。

ねらいの特徴
前半の講義を通して、保護者が行動理論の基本を理解し、新しい問題に対して対応できるようにする。後半で
は、個別の問題を解決できるように、具体的な対応法の話し合いを進め、子どもの問題行動の改善や適応的な行
動の定着を重視している。

主な参考図書
大隈紘子、伊藤啓介他　(2005) AD/HDをもつ子どものお母さんの学習室、二瓶社
山上敏子他（1998）お母さんの学習室―発達障害児を育てる人のための親訓練プログラム，二瓶社。

成り立ち
応用行動分析に基づいて知的障害をともなうASDのある子どものコミュニケーションスキルや適応的な行動の獲
得を親が学習するプログラムの開発から始まり、現在は発達障害全般を対象とするプログラムに発展した。

グループ活動
講義とグループ・ワークからなり、ホームワークを各家庭で実施する。回数は6～8回程度。グループ・ワークで
は家庭でよくある例をワークシートに記入したり話し合いを行う。補助治療者としてのペアレント・メンターの
参加も推奨している。

ねらいの特徴
ASDあるいは知的障害が中心のため、不適切な行動への対応は環境調整と代わりとなる望ましい行動の獲得にお
く。ホームワークでは個々の家庭での療育的な課題やかかわりを重視している

主な参考図書 井上雅彦他(2012)子育てが楽しくなる5つの魔法, アスペ・エルデの会．※アスペ・エルデの会HPより販売

表3　3つのペアレント・トレーニングのプログラムの特徴

特
徴

特
徴

特
徴

　精研・まめの木・奈良式ペアレント・トレーニング

肥前式ペアレント・トレーニング

鳥取大学式ペアレント・トレーニング
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コ ラ ム ペアレント・トレーニング参加者の声
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第 4 章　ペアレント・トレーニングを地域で実施するために
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用語解説（五十音順）

41



参考図書
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